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は
じ
め
に

周
代
か
ら
明
清
時
代
に
至
る
ま
で
、『
史
籀
篇
』、『
千
字
文
』、『
蒙
求
』、『
三
字
経
』、『
幼
学
瓊
林
』
等
、
様
々
な
伝
統
的
啓
蒙
書
が
編
集

さ
れ
た
。
そ
の
中
で
も
『
幼
学
瓊
林
』
は
、
中
国
の
啓
蒙
教
育
が
発
展
を
遂
げ
た
明
清
期
に
成
立
し
た
、
集
大
成
と
称
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
成
立
後
、
清
朝
期
を
通
じ
て
広
く
世
に
普
及
し
た
。
民
国
期
に
至
っ
て
の
ち
も
、『
再
増
国
語
注
解
幼
学
故
事
瓊
林

（
1
）

』
の
よ
う
な
続

本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
近
年
は
伝
統
文
化
の
伝
承
を
担
う
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
お
り
、「
伝
統
蒙
学
叢
書
」、「
国
学
経
典
規
範
読

本
」
等
の
叢
書
に
も
収
め
ら
れ
、
刊
行
し
続
け
ら
れ
て
い
る

（
2
）

。

『
幼
学
瓊
林
』
が
こ
の
よ
う
に
広
く
歓
迎
を
受
け
た
理
由
と
し
て
は
、
内
容
の
豊
富
さ
、
語
句
形
式
の
自
由
さ
、
駢
偶
の
文
体
、
部
立
に

よ
る
類
書
の
体
裁
等
、
様
々
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
『
幼
学
瓊
林
』
の
類
書
的
特
質
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
及
び
『
幼
学
瓊
林
』

諸
本
の
刊
行
時
の
付
言
等
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
八
六
年
に
岳
麓
書
社
よ
り
出
版
さ
れ
た
『
幼
学
瓊
林
』

で
は
、
喩
岳
衡
の
前
言
が
本
書
の
特
色
を
説
明
す
る
際
、
検
索
の
便
を
有
す
る
類
書
的
特
質
を
指
摘
し
て
い
る

（
3
）

。
但
し
、
そ
の
解
説
は
概
説

的
で
あ
り
、『
幼
学
瓊
林
』
の
伝
本
に
基
づ
く
全
面
的
な
検
討
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
王
丹
「
『
幼
学
瓊
林
』
研
究

（
4
）

」
に
お
い
て
は
、

『
幼
学
瓊
林
』
の
内
容
及
び
形
式
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
り
、『
幼
学
瓊
林
』
の
分
類
の
特
徴
と
し
て
、
伝
統
の
類
書
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
一
方
で
は
兵
部
、
楽
部
等
の
部
立
や
内
容
の
削
除
を
以
て
分
量
の
軽
量
化
を
図
っ
て
い
る
こ
と
等
の
指
摘
が
あ
る
。
但
し
、『
幼
学
瓊
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林
』
の
伝
本
の
一
つ
で
あ
る
鄒
聖
脈
増
補
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
で
は
、
楽
部
は
な
い
も
の
の
、
蔡
琰
の
琴
の
故
事
の
よ
う
な
人
口
に
膾
炙

す
る
音
楽
故
事
が
多
く
取
ら
れ
て
い
る
。『
幼
学
瓊
林
』
の
部
立
の
特
徴
は
諸
伝
本
の
内
容
に
基
づ
い
て
検
討
す
る
余
地
が
の
こ
さ
れ
て
い

る
だ
ろ
う
。

本
稿
は
『
幼
学
瓊
林
』
の
伝
本
の
う
ち
最
も
通
行
し
て
い
る
鄒
聖
脈
増
補
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
に
基
づ
い
て
考
察
を
行
う
。
主
に
本
書

に
見
え
る
蔡
琰
の
琴
の
故
事
を
手
が
か
り
に
し
て
、
そ
の
注
釈
内
容
と
部
立
の
構
成
の
特
徴
を
考
察
し
、
本
書
の
編
纂
姿
勢
と
類
書
的
性
格

を
検
討
す
る
。
ま
た
本
稿
は
、
本
書
の
特
質
が
「
博
」
と
「
要
」
に
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
「
博
」
と
「
要
」
と
い
う
性
格
と
、
中
国
の
伝

統
類
書
に
見
え
る
中
核
思
想
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

一
　
祖
本
『
幼
学
須
知
』
と
鄒
聖
脈
増
補
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
の
成
立

『
幼
学
瓊
林
』
は
、
成
立
刊
行
以
来
、
広
く
普
及
し
て
お
り
、
そ
の
伝
本
の
撰
者
、
書
名
は
多
歧
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
も
と

も
と
の
書
名
と
編
纂
者
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
と
こ
ろ
が
多
い
。
但
し
、
通
称
の
『
幼
学
瓊
林
』
は
、
明
末
の
程
登
吉
（
程
允
昇
）
の
『
幼

学
須
知
』
を
祖
本
に
し
、
清
の
鄒
聖
脈
に
よ
り
『
寄
傲
山
房
塾
課
新
増
幼
学
故
事
瓊
林
』
と
し
て
乾
隆
二
十
五
年
（
一
七
六
〇
）
に
成
立
し

た
と
考
え
ら
れ
る

（
5
）

。
程
登
吉
（
一
六
〇
一
〜
一
六
四
八
）
は
、
字
を
允
昇
と
い
い
、
郷
塾
の
教
師
を
担
当
し
た
学
者
で
も
あ
る

（
6
）

。
鄒
聖
脈

（
一
六
九
一
〜
一
七
六
二
）
は
、
字
を
宜
彦
、
号
を
梧
岡
と
い
う
。
布
衣
の
学
者
と
し
て
、
書
籍
の
復
刻
の
業
に
も
従
事
し
て
お
り
、『
幼
学

故
事
瓊
林
』
に
冠
せ
ら
れ
る
寄
傲
山
房
は
そ
の
家
屋
及
び
復
刻
の
坊
の
名
称
と
言
わ
れ
る

（
7
）

。

鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
と
そ
の
祖
本
の
系
統
に
つ
い
て
は
、
李
莉
「
『
幼
学
瓊
林
』
作
者
、
成
書
及
版
本
考

（
8
）
」
と
前
述
し
た
王
丹
の
論

文
に
考
察
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
王
丹
は
、『
幼
学
須
知
』
を
祖
本
と
す
る
版
本
を
、『
幼
学
須
知
直
解
』、『
幼
学
須
知
句
解
』、『
幼
学
故
事
瓊

林
』、『
新
増
幼
学
故
事
珠
璣
』、『
幼
学
求
源
』、『
精
注
雅
俗
故
事
読
本
』、『
増
補
幼
学
尋
源
』
の
七
つ
に
分
け
て
い
る
。
以
下
、
先
行
研
究
と

筆
者
の
収
集
し
た
文
献
資
料
に
基
づ
い
て
、
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
と
そ
の
祖
本
の
系
譜
と
成
書
の
概
要
を
整
理
し
て
み
る
。
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１
　『
幼
学
須
知
』
の
文
献
記
載

『
幼
学
須
知
』
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
早
期
の
文
献
目
録
に
は
、
宋
の
陳
振
孫
『
直
斎
書
録
解
題
』
に
『
幼
学
須
知
』
五
巻
が
あ
る
。
そ

の
解
題
に
は
、
宋
の
孫
応
符
が
世
に
伝
わ
る
小
学
の
教
科
書
を
増
訂
し
た
も
の
と
い
う

（
9
）

。
明
初
の
記
録
に
は
、
楊
士
奇
等
編
『
文
淵
閣
書
目
』

に
『
幼
学
須
知
』
一
部
一
冊
（
闕

）
10
（

）、
葉
盛
『
菉
竹
堂
書
目
』
に
『
幼
学
須
知
』
一
冊

）
11
（

も
見
え
る
が
、
共
に
撰
者
名
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
明
初
の
張
九
韶
『
群
書
拾
唾
』
自
序
文
で
は
古
今
の
名
物
の
書
を
紹
介
す
る
際
、『
幼
学
須
知
』
の
書
を
百
家
の
編
と
し
て
も
取
り

上
げ
て
い
る

）
12
（

。
つ
ま
り
、
明
末
の
程
允
昇
『
幼
学
須
知
』
の
成
書
の
前
に
、『
幼
学
須
知
』
と
い
う
書
が
既
に
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
但
し
、

こ
れ
ら
諸
本
の
状
況
は
不
明
で
あ
り
、
宋
の
孫
応
符
に
よ
る
『
幼
学
須
知
』、
明
初
の
『
文
淵
閣
書
目
』
に
見
え
る
『
幼
学
須
知
』
等
と
明

末
の
程
允
昇
『
幼
学
須
知
』
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

２
　
明
の
程
允
昇
『
幼
学
須
知
』
の
成
書

程
允
昇
『
幼
学
須
知
』
の
成
書
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
と
こ
ろ
も
多
い
が
、
所
見
の
現
存
本
の
最
古
の
序
刊
本
で
あ
る
程
允
昇
の

崇
禎
十
年
（
一
六
三
七
）
の
序
に
よ
れ
ば
、
こ
の
崇
禎
十
年
が
成
書
年
代
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
程
允
昇
の
同
序
文
に
「
誠
幼
学
之
不
可

不
知
者
。
因
題
之
曰
『
幼
学
須
知
』
云
」
と
あ
る
。
即
ち
、
先
行
す
る
『
幼
学
須
知
』
と
の
関
係
は
不
明
な
が
ら
、
程
允
昇
『
幼
学
須
知
』

の
書
名
は
、
程
允
昇
な
り
の
考
え
に
基
づ
い
て
名
づ
け
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

程
允
昇
『
幼
学
須
知
』
の
成
書
背
景
に
つ
い
て
は
、
明
の
啓
蒙
教
育
の
発
達
と
啓
蒙
書
の
繁
栄
に
も
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
は

宋
、
元
代
に
よ
く
用
い
ら
れ
た
『
三
字
経
』
や
『
千
字
文
』
等
の
啓
蒙
書
の
ほ
か
に
、
新
た
に
編
纂
さ
れ
る
啓
蒙
書
も
多
く
現
れ
た
。
そ
の

内
容
の
種
類
か
ら
見
れ
ば
、
道
徳
類
、
礼
儀
類
、
韻
律
類
、
典
故
類
、
名
物
類
等
甚
だ
豊
富
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
礼
儀
類
で
は
、
方
孝
孺

『
幼
儀
雑
箴
』
が
あ
り
、
韻
律
類
は
蘭
茂
『
声
律
発
蒙
』、
典
故
類
は
蕭
良
有
『
蒙
養
故
事
』、
名
物
類
は
程
允
昇
『
幼
学
須
知
』
が
挙
げ
ら

れ
る

）
13
（

。
つ
ま
り
、
程
允
昇
『
幼
学
須
知
』
は
明
の
啓
蒙
書
の
輩
出
時
代
に
成
立
し
た
書
の
一
つ
で
あ
る
。
本
書
の
成
立
後
、
鄒
本
『
幼
学
故

事
瓊
林
』
を
含
め
て
関
連
続
書
が
次
々
と
世
に
現
れ
、
書
名
ま
た
撰
者
も
多
様
で
あ
る
。
次
に
そ
の
系
譜
の
大
要
を
別
掲
資
料
（
本
稿
末
尾
）

に
ま
と
め
て
見
て
い
く
。
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３
　
程
允
昇
『
幼
学
須
知
』
と
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
の
系
譜

別
掲
資
料
に
お
い
て
は
、
前
述
の
先
行
研
究
と
筆
者
所
見
の
文
献
に
基
づ
い
て
、
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
の
系
譜
に
お
け
る
主
要
な
伝

本
の
基
本
情
報
を
挙
げ
た
。
書
名
と
編
著
者
は
、
基
本
的
に
本
文
の
首
葉
に
依
っ
て
表
記
し
た
。
略
称
は
便
宜
の
た
め
私
的
に
表
記
し
た
。

ま
た
、
諸
本
に
お
け
る
部
立
は
、
本
文
と
目
録
で
記
載
を
異
に
す
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
表
で
は
基
本
的
に
本
文
に
見
え
る
部
立
に
従
っ
た
。

別
掲
資
料
の
よ
う
に
、
程
允
昇
『
幼
学
須
知
』
を
祖
本
と
す
る
諸
本
は
多
い
。
諸
本
の
詳
細
の
特
徴
は
ま
た
別
稿
で
検
討
す
る
が
、
こ
こ

で
は
主
に
以
下
の
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

○
原
本
撰
者
の
異
説
　

別
掲
資
料
に
見
え
る
系
譜
で
は
、
祖
本
と
し
て
、
程
允
昇
に
よ
る
程
本
と
、
邱
濬
に
よ
る
邱
本
が
あ
る
。
但
し
、
資
料
に
お
け
る
程
本
と

邱
本
の
内
容
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
、
両
書
は
本
文
語
句
が
基
本
的
に
一
致
し
、
主
な
相
違
は
語
注
の
有
無
に
あ
る
。
即
ち
、
程
本
で
は
本
文

語
句
、
語
注
（
本
文
語
句
に
関
す
る
文
義
の
注
と
出
典
引
用
な
ど
）、
少
数
の
音
注
が
あ
る
が
、
邱
本
で
は
語
注
が
な
く
、
少
量
の
音
注
が

新
た
に
加
え
ら
れ
た
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
見
れ
ば
、
邱
本
は
程
本
か
ら
注
文
を
省
い
た
無
注
本
、
ま
た
は
素
読
本
に
相
当
す
る
も
の
と

も
い
え
よ
う
。

○
書
名
の
多
様
性
　
　

諸
本
の
書
名
は
多
種
に
わ
た
る
が
、『
簡
堂
重
訂
幼
学
須
知
便
読
故
事
』、『
寄
傲
山
房
塾
課
新
増
幼
学
故
事
瓊
林
』、『
亦
陶
書
室
新
増
幼
学

故
事
群
芳
』、『
精
註
雅
俗
故
事
読
本
』、『
新
鐫
詳
解
丘
瓊
山
故
事
必
読
成
語
考
』
等
の
よ
う
に
、「
故
事
」
と
い
う
語
が
入
る
も
の
が
多
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
故
事
の
採
録
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

○
部
立
　

諸
本
は
伝
統
類
書
の
分
類
の
体
裁
を
有
し
、
部
立
は
基
本
的
に
三
十
三
部
に
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
銭
本
の
よ
う
に
三
十
四
部
の
も
の
も

あ
る
。
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○
鄒
本
の
流
行

　
程
本
の
増
補
本
で
あ
る
鄒
本
は
、
の
ち
に
校
注
本
、
重
増
本
、
白
話
註
解
本
、
訓
点
本
等
の
続
本
を
輩
出
し
た
。
つ
ま
り
、
程
本
の
続
本

と
し
て
、
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
は
最
も
流
布
し
た
も
の
と
も
い
え
る
。

４
　
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
の
成
立

別
掲
資
料
に
見
え
る
よ
う
に
、
程
本
を
祖
本
と
す
る
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
は
、
そ
の
成
立
・
刊
行
の
際
の
書
名
は
、
祖
本
を
そ
の
ま

ま
受
け
継
ぐ
も
の
で
は
な
く
、「
寄
傲
山
房
」
の
名
を
冠
す
る
ほ
か
、「
新
増
」「
瓊
林
」
の
語
を
付
け
加
え
て
い
る
。

本
書
の
成
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
鄒
聖
脈
の
序
文
に
見
え
る
。
そ
の
序
に
お
い
て
鄒
聖
脈
は
、
程
允
昇
の
「
幼
学
」
書
を
、
当
時
の
初
学

者
の
読
書
作
文
や
士
人
の
科
挙
受
験
に
有
効
な
も
の
と
し
て
評
価
す
る
と
同
時
に
、
世
間
に
流
布
す
る
程
本
の
伝
本
の
不
備
が
初
学
者
の
学

習
を
妨
害
す
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
自
ら
程
本
の
内
容
を
校
定
し
、
旧
注
を
更
新
し
、
さ
ら
に
群
書
か
ら
有
益
な
も
の
を
抜
粋

し
て
増
訂
を
加
え
た
と
い
う
。
加
え
て
藍
田
の
美
玉
の
よ
う
に
人
々
に
愛
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
そ
の
名
を
「
瓊
林
」
と
名
付
け
た
と

述
べ
て
い
る

）
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。
即
ち
、
程
允
昇
の
「
幼
学
」
書
は
、
鄒
聖
脈
の
増
補
と
校
訂
に
よ
っ
て
初
め
て
『
幼
学
瓊
林
』
と
い
う
名
を
得
る
こ
と
と
な
っ

た
。鄒

本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
は
、
祖
本
の
三
十
三
の
部
立
を
踏
襲
し
て
お
り
、
中
国
の
伝
統
文
化
に
お
け
る
天
文
、
地
理
、
人
事
、
制
度
、

器
物
、
花
木
等
各
方
面
の
肝
要
な
知
識
、
典
故
を
幅
広
く
採
録
し
て
い
る
。
さ
ら
に
本
文
は
三
六
一
聯
（
対
句
）
の
増
補
が
見
え
、
注
釈
の

内
容
も
よ
り
充
実
し
た
。
次
に
、
こ
の
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
が
引
く
蔡
琰
の
琴
の
故
事
を
手
か
が
り
に
、
本
書
の
故
事
引
用
の
あ
り
方
、

そ
し
て
本
書
の
部
立
の
具
体
的
な
特
徴
に
つ
い
て
考
え
る
。

二
　
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
が
引
く
蔡
琰
の
琴
の
故
事
に
つ
い
て

蔡
琰
の
琴
の
故
事
に
関
す
る
語
句
は
、
祖
本
に
は
見
え
ず
、
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
に
お
い
て
「
蔡
女
詠
吟
、
曽
伝
笳
譜
」
と
「
聴
弾

琴
而
辨
絶
絃
、
無
非
性
敏
」
と
い
う
本
文
が
検
出
で
き
る
。
い
ず
れ
も
女
子
の
部
に
分
類
、
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
本
文
の
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一
つ
「
聴
弾
琴
而
辨
絶
絃
、
無
非
性
敏
」
を
取
り
上
げ
て
、
正
史
の
史
伝
と
他
の
類
書
等
と
照
合
し
な
が
ら
、
鄒
本
の
引
用
故
事
の
出
典
、

ま
た
、
本
文
に
対
す
る
引
用
内
容
の
特
徴
を
見
て
い
き
た
い
。

○
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
巻
二
　

（
本
文
）
聴
弾
琴
而
辨
絶
絃
、
無
非
性
敏
。

（ 

鄒
聖
脈
注
）
❶
『
世
説
補
』、
蔡
文
姫
、
年
六
歳
。
蔡
邕
夜
中
鼓
琴
、
絃
絶
。
姫
曰
、
第
二
絃
。
父
復
故
断
一
絃
以
問
之
。
姫
言
、
第
四

絃
。
並
不
差
謬
。
父
曰
、
偶
得
之
耳
。
❷
姫
曰
、
季
札
観
楽
、
知
興
亡
之
国
。
師
曠
吹
律
、
識
南
風
之
不
競
。
由
此
観
之
、
何
足
不
知
。

こ
の
蔡
琰
の
琴
の
故
事
に
つ
い
て
は
、『
後
漢
書
』
の
李
賢
注
に
「
劉
昭
幼
童
伝
曰
、
邕
夜
鼓
琴
、
絃
絶
。
琰
曰
、
第
二
絃
。
邕
曰
、
偶

得
之
耳
。
故
断
一
絃
問
之
。
琰
曰
、
第
四
絃
。
並
不
差
謬

）
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」
と
あ
る
よ
う
に
、
出
典
は
劉
昭
の
『
幼
童
伝
』
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

但
し
、
❷
は
『
後
漢
書
』
の
李
賢
注
に
は
見
当
た
ら
ず
、『
芸
文
類
聚
』
巻
四
十
四
楽
部
・
琴
類
、『
蒙
求
』「
蔡
琰
辨
琴
」
条
、
そ
し
て
鄒
本

『
幼
学
故
事
瓊
林
』
に
引
く
❶
『
世
説
補
』
巻
十
五
の
術
解
部
に
関
連
内
容
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
❶
『
世
説
補
』
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
早
期
の
刊
本
と
し
て
、
明
の
万
暦
十
三
年
（
一
五
八
五
）
序
刻
の
『
世
説
新
語
補
』
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
前
述
の
蔡
琰
と
琴
の
話
が
確
認
で
き
る

）
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。『
世
説
新
語
補
』
に
お
け
る
明
の
王
世
貞
「
世
説
新
語
補
序
」

に
よ
れ
ば
、
こ
の
『
世
説
補
』
は
王
世
貞
が
劉
孝
標
の
注
し
た
劉
義
慶
『
世
説
新
語
』
と
明
の
何
良
俊
『
何
氏
語
林
』
と
を
併
せ
て
取
捨
刪

定
し
た
も
の
と
い
う
。
つ
ま
り
、
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
は
、
身
近
な
時
代
の
明
に
成
立
し
た
書
を
参
考
書
の
一
つ
と
す
る
。

そ
し
て
、
注
目
す
べ
き
は
❷
の
内
容
で
あ
る
。
❷
は
、
父
親
蔡
邕
の
琴
の
絃
が
切
れ
た
こ
と
を
な
ぜ
正
し
く
理
解
で
き
た
の
か
、
蔡
琰
が

そ
の
理
由
を
答
え
た
内
容
で
あ
る
。
蔡
琰
の
回
答
に
は
春
秋
時
代
の
「
季
札
」
と
「
師
曠
」
両
者
の
故
事
が
見
え
る
。
音
楽
に
通
じ
た
季
札

と
師
曠
は
い
ず
れ
も
異
な
る
国
の
音
楽
を
聞
い
て
政
治
の
良
否
や
国
の
存
亡
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、『
世
説
補
』

に
は
『
後
漢
書
』
に
見
え
な
い
音
楽
と
政
治
を
絡
め
た
故
事
も
網
羅
的
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。

『
世
説
補
』
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
王
世
貞
の
刪
定
本
『
世
説
新
語
補
』
の
前
身
で
あ
る
明
の
何
良
俊
『
何
氏
語
林
』
の
成

書
に
辿
り
う
る
。『
何
氏
語
林
』
は
『
世
説
新
語
』
の
続
撰
書
と
し
て
、
明
の
『
世
説
新
語
』
の
普
及
に
欠
か
せ
な
い
書
で
あ
っ
た
。
そ
の
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鄒
聖
脈
増
補
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
の
類
書
的
性
格
に
つ
い
て
―
蔡
琰
の
琴
の
故
事
の
引
用
か
ら
―

成
書
の
社
会
背
景
と
し
て
は
、
明
中
後
期
の
陽
明
学
の
勃
興
と
文
学
の
復
古
運
動
の
展
開
が
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
、
学

風
・
士
風
の
変
遷
に
は
、
漢
唐
時
代
の
典
籍
が
重
視
さ
れ
、
魏
晋
の
よ
う
な
名
士
の
気
風
が
敬
慕
さ
れ
た
。
一
方
、
明
の
嘉
靖
十
四
年

（
一
五
三
五
）、
袁
褧
の
『
世
説
新
語
』
の
重
刻
に
よ
り
、『
世
説
新
語
』
も
大
き
く
広
が
っ
た
。
明
の
何
良
俊
は
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
『
世

説
新
語
』
を
模
倣
し
、
士
人
の
言
行
の
見
本
と
す
べ
く
古
今
人
物
の
逸
事
逸
聞
を
集
め
た
と
い
う

）
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。『
何
氏
語
林
』
の
逸
話
の
収
録
範
囲
は

漢
代
か
ら
明
に
ほ
ど
近
い
元
代
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、
内
容
の
網
羅
性
と
時
代
の
縦
貫
性
が
見
え
る
。
そ
う
し
た
点
は
王
世
貞
に
重
視
さ
れ

て
、『
何
氏
語
林
』
は
『
世
説
新
語
補
』
刪
定
本
の
前
身
と
し
て
欠
か
せ
な
い
存
在
に
な
っ
た
。

鄒
本
が
引
用
し
た
『
世
説
補
』
は
四
箇
所
確
認
で
き
る
。
鄒
本
の
引
用
文
献
の
記
載
は
経
史
子
集
に
わ
た
っ
て
お
り
、
正
史
の
引
用
も
少

な
く
な
い
。『
後
漢
書
』
の
引
用
は
五
箇
所
確
認
で
き
る
。
前
述
の
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
に
お
け
る
蔡
琰
の
琴
の
故
事
の
引
用
に
お
い
て
、

『
後
漢
書
』
で
は
な
く
、
よ
り
網
羅
的
に
蔡
琰
の
琴
の
故
事
が
収
録
さ
れ
て
い
る
『
世
説
補
』
を
出
典
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
編
纂
者
の
視
野

の
広
さ
も
窺
え
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
こ
の
『
世
説
補
』
は
明
の
直
前
ま
で
の
名
士
の
思
想
や
言
行
に
関
わ
る
内
容
を
収
録
し
て
い
る
た
め
、
時
世
に
応
じ
た
士
人
の
言

行
の
教
科
書
的
存
在
と
も
考
え
ら
れ
る
。
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
は
初
学
者
向
け
の
書
物
で
あ
り
、
前
述
の
鄒
聖
脈
の
序
文
に
見
え
る
通

り
、
科
挙
受
験
に
資
す
る
一
般
士
人
の
読
み
物
で
も
あ
っ
た
。
一
般
士
人
の
基
礎
教
養
の
模
範
と
も
な
り
う
る
よ
う
、
古
今
士
人
の
重
要
な

言
行
事
蹟
が
収
録
さ
れ
て
い
る
『
世
説
補
』
の
内
容
を
取
り
入
れ
た
こ
と
は
、
適
切
な
編
集
姿
勢
で
あ
っ
た
と
見
な
し
え
よ
う
。

要
す
る
に
、
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
に
お
け
る
蔡
琰
の
琴
の
故
事
の
引
用
例
か
ら
見
れ
ば
、
編
纂
者
は
本
文
語
句
に
応
じ
て
、
必
ず
し

も
正
史
の
史
伝
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
広
く
故
事
を
網
羅
す
る
最
新
文
献
を
も
利
用
し
て
、
人
口
に
膾
炙
す
る
重
要
な
故
事
を
適
切
に
収
録
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
な
特
質
は
本
書
の
編
纂
の
際
に
目
的
と
し
た
、「
詳
所
当
詳
、
而
不
厭
其
繁
。
略
所
当
略
、
而
不
嫌
其
簡
。

務
帰
明
晰
、
一
閲
了
然

）
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」
と
い
う
趣
旨
と
合
致
し
、
そ
の
注
釈
引
用
の
内
容
は
「
博
」
と
「
要
」
を
兼
ね
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

「
博
」
は
内
容
の
網
羅
性
、
ま
た
広
く
通
じ
る
こ
と
、「
要
」
は
簡
要
さ
、
簡
潔
さ
、
要
領
を
得
て
い
る
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
「
博
」
と
「
要
」
は
、
伝
統
類
書
の
成
書
に
重
要
な
理
念
で
あ
り
（
後
述
）、
鄒
本
の
テ
キ
ス
ト
の
大
き
な
特
質
と
し
て
、
と
く
に
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注
目
に
値
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
　
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
に
お
け
る
音
楽
故
事
の
収
録
に
つ
い
て

鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
で
は
、
上
記
の
蔡
琰
の
琴
の
故
事
の
他
に
も
、
人
口
に
膾
炙
す
る
音
楽
故
事
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と

こ
ろ
が
、
本
書
に
は
、
音
楽
（
「
楽
」
等
）
の
部
立
は
見
当
た
ら
な
い
。
以
下
、
他
の
類
書
と
対
比
し
な
が
ら
、
そ
の
部
立
の
特
徴
を
確
認

し
て
お
き
た
い
。

音
楽
の
部
立
に
つ
い
て
は
、
早
い
も
の
と
し
て
類
書
の
遠
源
で
あ
る
字
書
『
爾
雅

）
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』
の
「
釈
楽
」
を
先
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
後
、
正
統
の
類
書
で
は
、
隋
の
『
北
堂
書
抄
』、
唐
の
『
初
学
記
』
や
『
芸
文
類
聚
』、
宋
の
『
太
平
御
覧
』
等
で
は
、「
楽
」
類
を
設

け
る
こ
と
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
楽
の
類
の
下
に
さ
ら
に
細
目
を
も
備
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
構
成
も
内
容
も
類
書
の
模
範

と
さ
れ
た
『
芸
文
類
聚
』
の
楽
部
は
、「
論
楽
、
楽
府
、
舞
、
歌
、
琴
、
箏
、
箜
篌
、
琵
琶
、
筍
虡
、
簫
、
笙
、
笛
、
笳
」
の
細
目
か
ら
な
っ

て
い
る
。
勅
撰
の
大
型
類
書
だ
け
で
は
な
く
、
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
の
序
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
私
撰
の
類
書
『
類
林
新
詠
』、『
広

事
類
賦

）
20
（

』
の
よ
う
な
賦
の
文
体
の
類
書
に
も
、
音
楽
類
の
部
立
が
立
て
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
細
目
も
付
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、『
広

事
類
賦
』
巻
二
七
の
音
楽
部
に
は
、「
鐘
、
磬
、
瑟
、
琵
琶
、
簫
、
笙
竽
、
筝
」
と
い
う
細
目
が
見
え
る
。

次
は
、
同
じ
音
楽
故
事
を
採
録
し
て
い
る
賦
体
の
『
類
林
新
詠
』
と
、
細
目
の
整
っ
て
い
る
類
書
『
太
平
御
覧
』
を
取
り
上
げ
て
、
鄒
本

『
幼
学
故
事
瓊
林
』
の
部
立
の
特
徴
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

表
一

）
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の
よ
う
に
、
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
に
収
録
さ
れ
る
音
楽
故
事
の
八
例
は
、
そ
の
部
立
は
、
花
木
、
婚
姻
、
老
寿
幼
誕
、
女
子
、

朋
友
賓
主
、
器
用
、
兄
弟
の
七
つ
の
部
に
分
布
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
八
例
の
音
楽
故
事
の
う
ち
七
例
の
故
事
が
『
類
林
新
詠
』
に
見

え
る
が
、
そ
こ
で
は
音
楽
部
の
琴
、
簫
と
い
う
細
目
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、『
太
平
御
覧
』
に
お
い
て
は
、
八
例
の
音
楽
故
事
は
、
楽
部
の
琴
、
簫
、
篪
の
細
目
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
楽
部
以

外
の
部
立
に
重
複
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
①
番
の
「
尼
父
試
弾
琴
、
発
泗
水
壇
前
之
杏
」
と
い
う
条
は
そ
の
例
で
あ
る
。
①



九

鄒
聖
脈
増
補
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
の
類
書
的
性
格
に
つ
い
て
―
蔡
琰
の
琴
の
故
事
の
引
用
か
ら
―

番
の
故
事
は
、『
荘
子
』「
漁
父
」
の
篇
首
に
お
け
る
「
孔
子
遊
乎
緇
帷
之
林
、
休
坐

乎
杏
壇
之
上
。
弟
子
読
書
、
孔
子
絃
歌
鼓
琴
、
奏
曲
未
半

）
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（

」
と
い
う
、
孔
子
が
杏
壇

で
琴
を
弾
き
、
弟
子
ら
が
読
書
す
る
よ
う
な
話
で
あ
る
。
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』

で
は
、
こ
の
故
事
は
「
花
木
」
の
部
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
太
平
御
覧
』
で
は
鄒

本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
の
「
花
木
」
部
に
近
い
門
類
「
果
部
・
杏
」
に
収
録
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
ほ
か
、「
楽
部
・
琴
」、「
学
部
・
読
誦
」、「
居
処
部
・
壇
」、「
地
部
・
林
」

の
四
つ
の
細
目
に
も
同
時
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
前
節
の
蔡
琰
の
琴
の
故
事
も
例
に

挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
当
該
故
事
④
番
に
お
い
て
も
、
鄒
本
で
は
「
女
子
」
の
部
に
採

録
さ
れ
て
い
る
が
、『
太
平
御
覧
』
で
は
、「
楽
部
・
琴
」、「
人
事
部
・
強
記
」、「
宗
親

部
・
女
」
と
い
う
三
つ
の
項
目
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
故
事
に
対
し
て
、
類
書
に
よ
っ
て
収
録
す
る
部
立
の
差
異
が

見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
編
纂
の
目
的
や
体
例
等
に
よ
る

も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
大
型
類
書
『
太
平
御
覧
』
は
前
代
の
『
修
文
殿
御
覧
』、『
芸

文
類
聚
』
等
を
参
照
し
て
成
っ
た
浩
瀚
な
文
献
の
集
成
で
あ
り
、
皇
帝
の
遍
覧
の
便

に
供
す
る
こ
と
が
編
纂
の
目
的
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
体
例
と
し
て
は
見
出
し
の

語
句
が
な
く
、
部
立
・
子
目
が
細
か
く
立
て
ら
れ
て
い
た
。

一
方
、
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
の
場
合
、
体
例
と
し
て
本
文
語
句
が
見
出
し

と
し
て
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
部
立
は
伝
統
類
書
の
か
た
ち
を
取
っ
て
い
る
が
、

三
十
三
部
の
み
で
細
目
は
な
い
。
そ
の
発
想
に
は
、
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
の
序

文
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
但
し
、
そ
の
祖
本
「
幼
学
須
知
序
」
に
関
連
す
る
と

表一　鄒本『幼学故事瓊林』が引く音楽故事の部立と伝統類書との対比

懐

絶

壎

老
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思
わ
れ
る
記
載
が
あ
る
た
め
、
挙
げ
て
み
よ
う
。

　
　
○
程
允
昇
「
幼
学
須
知
序
」

　
　 
…
…
今
世
恒
言
、
欲
言
我
之
所
言
、
不
若
言
古
人
之
所
言
者
之
為
雋
。
近
世
有
心
人
彙
古
以
行
世
者
、
若
白
眉
、
若
黄
眉
、
若
書
言
、

若
類
聚
、
若
事
類
、
若
世
説
、
若
人
物
考
、
若
故
事
鏡
等
種
、
非
不
別
類
分
門
、
足
供
攷
核
、
乃
有
読
過
懵
然
。
…
…
。
惟
是
拋
擲
正

業
者
数
月
、
遍
閲
子
史
経
伝
、
併
羅
諸
家
故
事
、
摘
其
至
要
者
、
分
為
三
十
三
類
。

右
の
序
文
で
は
、
傍
線
で
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
祖
本
の
程
本
は
学
習
者
の
検
索
・
確
認
と
記
憶
の
便
の
た
め
、
従
来
の
浩
繁
な
典
籍
の

諸
書
か
ら
重
要
な
記
事
を
三
十
三
類
に
ま
と
め
て
編
纂
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

三
十
三
門
の
部
立
は
、
同
じ
賦
体
の
『
類
林
新
詠
』（
二
十
二
部
、
二
三
二
子
目
）
と
比
べ
て
も
、
非
常
に
簡
要
に
な
っ
て
い
る
が
、
実

際
に
採
録
す
る
故
事
の
範
囲
は
幅
広
い
。
前
述
の
音
楽
故
事
の
例
で
は
、
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
に
は
音
楽
類
が
立
て
ら
れ
て
い
な
い
も

の
の
、
広
く
知
れ
わ
た
る
音
楽
故
事
が
適
宜
に
採
録
さ
れ
、
本
書
の
各
部
立
の
中
に
溶
け
込
ま
せ
る
編
纂
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
点
か
ら
見
る
と
、
本
書
の
祖
本
の
編
纂
の
段
階
か
ら
す
で
に
部
立
に
お
け
る
「
博
」・「
要
」
に
つ
い
て
工
夫
の
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

つ
ぎ
に
、
祖
本
の
程
本
『
幼
学
須
知
』
か
ら
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
へ
の
部
立
の
継
承
関
係
に
つ
い
て
、
同
じ
く
乾
隆
時
期
に
成
書
し

た
銭
本
『
育
正
堂
重
訂
幼
学
須
知
句
解
』
と
対
比
し
つ
つ
見
て
み
よ
う
。

○
程
本
『
幼
学
須
知
』　
崇
禎
十
年
（
一
六
三
七
）
程
允
昇
序
、
不
分
卷
、
部
立
・
三
十
三

　
　
　
　
　 

天
文
・
地
輿
・
歳
時
・
朝
廷
・
文
臣
・
武
職
・
祖
孫
父
子
・
兄
弟
・
夫
婦
・
叔
姪
・
師
生
・
朋
友
賓
主
・
婚
姻
・
女
子
・
外
戚
・

老
寿
幼
誕
・
身
体
・
宮
室
・
器
用
・
花
木
・
鳥
獣
・
衣
服
・
飲
食
・
珍
宝
・
制
作
・
文
事
・
科
第
・
釈
道
鬼
神
・
技
芸
・
訟
獄
・

貧
富
・
人
事
・
疾
病
死
喪

○
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』　
乾
隆
二
十
五
年
（
一
七
六
〇
）、
鄒
聖
脈
序
、
四
巻
、
部
立
・
三
十
三

　
　
巻
一
　
天
文
・
地
輿
・
歳
時
・
朝
廷
・
文
臣
・
武
職

　
　
巻
二
　
祖
孫
父
子
・
兄
弟
・
夫
婦
・
叔
姪
・
師
生
・
朋
友
賓
主
・
婚
姻
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鄒
聖
脈
増
補
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
の
類
書
的
性
格
に
つ
い
て
―
蔡
琰
の
琴
の
故
事
の
引
用
か
ら
―

　
　
　
　
　
女
子
・
外
戚
・
老
寿
幼
誕
・
身
体
・
衣
服

　
　
巻
三
　
人
事
・
飲
食
・
宮
室
・
器
用
・
珍
宝
・
貧
富
・
疾
病
死
喪

　
　
巻
四
　
文
事
・
科
第
・
制
作
・
技
芸
・
訟
獄
・
釈
道
鬼
神
・
鳥
獣
・
花
木

◯
銭
本
『
育
正
堂
重
訂
幼
学
須
知
句
解
』　
乾
隆
二
十
二
年
（
一
七
五
七
）
銭
元
龍
序
、
四
巻
、
部
立
・
三
十
四

　
　
巻
一
　
天
文
・
地
輿
・
時
序
・
統
系
・
朝
廷
・
相
猷

　
　
巻
二
　
将
略
・
科
第
・
文
階
・
武
秩
・
父
子
（
祖
孫
類
附
）・
兄
弟
（
叔
姪
類
附
）・
夫
婦
・
師
友
（
賓
主
類
附
）・
婚
姻
・
外
戚

　
　
巻
三
　
列
女
・
人
事
・
年
歯
（
寿
誕
類
附
）・
制
作
・
文
史
・
芸
術
・
貧
富
・
訟
獄
・
凶
喪

　
　
巻
四
　
釈
道
（
鬼
神
類
附
）・
身
体
・
宮
室
・
器
用
・
衣
飾
・
飲
食
・
珍
宝
・
花
木
（
蔬
果
穀
実
類
附
）・
鳥
獣
（
虫
魚
類
附
）

右
の
よ
う
に
、
鄒
本
で
は
、「
衣
服
」
以
後
の
部
立
の
配
列
順
は
多
少
調
整
し
て
あ
る
が
、
二
重
傍
線
の
「
天
文
」
か
ら
「
身
体
」
ま
で

の
部
立
の
名
称
と
配
列
は
基
本
的
に
程
本
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
同
じ
く
乾
隆
時
に
成
書
し
た
銭
本
で
は
、
二
重
傍
線
の
「
天

文
」「
地
輿
」
の
部
立
以
外
は
、
波
線
の
「
統
系
」
や
「
相
猷
」
等
の
よ
う
に
配
列
順
か
ら
部
立
の
名
称
ま
で
異
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
ま
た
、

総
部
立
数
も
三
十
三
か
ら
三
十
四
に
増
加
し
て
い
る
。
成
書
時
期
の
近
い
銭
本
と
比
べ
て
見
る
と
、
鄒
本
は
程
本
を
比
較
的
忠
実
に
継
承
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
の
編
纂
の
際
に
は
、
全
体
的
に
祖
本
の
注
釈
を
充
実
さ
せ
、
三
六
一
聯
を
増
補
し
て
、
巻
数
も
四
巻
ま
で
に
増

え
た
が
、
祖
本
の
立
て
た
三
十
三
部
の
門
類
の
簡
要
さ
は
、
追
加
等
な
く
基
本
的
に
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
の
で
あ
る
。

四
　
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
の
部
立
の
全
体
構
成
と
世
界
観

以
上
、
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
が
祖
本
の
三
十
三
の
部
立
を
継
承
し
た
こ
と
を
見
て
き
た
。
以
下
、
そ
も
そ
も
こ
の
三
十
三
の
部
立
の

全
体
構
成
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
の
分
類
は
ど
の
よ
う
な
理
念
を
表
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

分
類
と
い
っ
て
も
、
文
献
に
よ
っ
て
様
々
な
分
類
方
法
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
前
述
の
程
允
昇
「
幼
学
須
知
序
」
に
取
り
上
げ
た
逸
話
集
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『
世
説
新
語
』
の
部
立
の
よ
う
に
、
徳
行
、
言
語
等
、
人
物
の
品
評
を
主

と
す
る
分
類
も
あ
れ
ば
、
ま
た
伝
統
の
正
統
的
類
書
『
芸
文
類
聚
』
の
よ

う
な
万
物
を
含
む
総
合
的
な
分
類
方
法
も
あ
る
。

祖
本
『
幼
学
須
知
』
の
編
纂
者
は
『
世
説
新
語
』
の
よ
う
な
分
類
の
し

か
た
を
と
ら
ず
に
、
総
合
的
な
類
書
『
芸
文
類
聚
』
の
か
た
ち
を
採
用
し

た
。
こ
の
総
合
的
な
類
書
の
目
立
つ
特
徴
は
、
天
地
（
時
）
を
首
と
し
、

続
い
て
人
、
そ
れ
か
ら
経
済
、
制
度
、
動
物
、
草
木
等
の
万
物
を
配
置
し

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
天
、
地
、
人
、
物
と
い
う
万
物
を
包
容

す
る
系
統
性
が
見
え
る
分
類
で
あ
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
構
造
に

な
っ
て
い
る
か
、
以
下
は
こ
の
天
地
、
人
、
博
物
等
の
万
物
の
枠
で
各
書

の
部
立
を
対
比
し
て
み
よ
う
。
表
二
は
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
と
、
そ

の
祖
本
の
序
に
触
れ
た
『
世
説
新
語
』、『
黄
眉
故
事
』、
及
び
総
合
的
類

書
の
『
芸
文
類
聚
』
に
お
け
る
部
立
の
全
体
を
取
り
上
げ
て
い
る

）
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。

表
二
の
よ
う
に
、
鄒
本
「
幼
学
故
事
瓊
林
」
の
部
立
の
全
体
像
は
、『
世

説
新
語
』
の
よ
う
に
人
の
枠
で
は
な
く
、『
黄
眉
故
事
』
と
総
合
的
な
類

書
『
芸
文
類
聚
』
に
近
い
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
天
、
地
、
人
、

博
物
等
（
万
物
）
と
い
う
当
時
の
人
々
が
考
え
る
宇
宙
の
諸
要
素
を
分
類

し
て
構
成
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
見
れ
ば
、
鄒
本
「
幼
学
故
事
瓊
林
」
で

は
、
童
蒙
や
初
学
者
を
対
象
と
す
る
読
物
で
あ
り
な
が
ら
、
単
な
る
物
事

や
基
礎
知
識
を
覚
え
る
便
だ
け
で
は
な
く
、
系
統
的
世
界
観
の
構
築
も
重

表二　鄒本『幼学故事瓊林』の部立の構成と伝統類書などとの対比
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鄒
聖
脈
増
補
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
の
類
書
的
性
格
に
つ
い
て
―
蔡
琰
の
琴
の
故
事
の
引
用
か
ら
―

視
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
天
、
地
、
人
、
万
物
の
全
体
を
観
察
し
て
分
類
し
、
広
大
な
世
界
を
系
統
的
に
把
握
す
る
よ
う
な
観
念
は
、
当

然
編
纂
者
の
独
創
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
思
想
の
根
底
を
追
究
す
る
と
、
古
く
『
周
易
』
に
ま
で
も
遡
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、『
周
易
』
に
お
け
る
八
卦
の
制
作
の
経
緯
の
解
説
に
は
、「
古
者
包
犧
氏
之
王
天
下
也
。
仰
則
観
象
於
天
、
俯
則
観
法
於
地
。
観

鳥
獣
之
文
、
与
地
之
宜
。
近
取
諸
身
、
遠
取
諸
物
。
於
是
始
作
八
卦
、
以
通
神
明
之
德
。
以
類
万
物
之
情
。
…
…
。
易
之
為
書
也
、
広
大
悉

備
。
有
天
道
焉
、
有
人
道
焉
、
有
地
道
焉
。
兼
三
材
而
両
之
、
故
六

）
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」
と
あ
る
よ
う
に
、
世
界
の
万
物
を
認
識
の
対
象
と
し
て
網
羅
的
に
整

理
し
、
天
地
人
の
三
才
を
系
統
的
に
位
置
付
け
る
よ
う
な
思
想
が
端
的
に
現
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
世
界
観
は
正
統
的
類
書
の

成
立
を
支
え
る
思
想
的
基
盤
で
あ
り
、
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
に
お
け
る
部
立
の
背
景
に
も
、
同
じ
く
こ
の
伝
統
的
な
世
界
観
が
存
在
す

る
と
い
え
よ
う

）
25
（

。
五
　
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
に
お
け
る
「
博
」
と
「
要
」
に
つ
い
て

前
述
の
よ
う
に
、
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
の
部
立
は
三
十
三
し
か
な
い
が
、
全
体
の
構
造
に
お
い
て
は
、
万
物
を
網
羅
し
て
そ
の
肝
要

な
部
分
を
纏
め
る
よ
う
な
世
界
観
が
存
在
す
る
。
則
ち
、
本
稿
に
取
り
上
げ
た
蔡
琰
の
琴
の
故
事
の
引
用
に
止
ま
ら
ず
、
本
書
の
全
体
の
部

立
の
構
成
の
面
で
も
、「
博
」
と
「
要
」
の
理
念
が
示
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

こ
の
「
博
」
と
「
要
」
に
つ
い
て
は
、
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
の
類
書
的
な
特
質
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
中
国
の
正
統
類

書
の
成
書
に
存
在
し
て
い
る
中
核
的
な
理
念
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
正
統
類
書
の
起
点
と
し
て
い
る
『
皇
覧
』
を
模
範
と
し
て

編
纂
し
た
北
斉
の
類
書
『
修
文
殿
御
覧
』
の
成
立
に
は
、「
昔
魏
文
帝
命
韋
誕
諸
人
撰
著
皇
覧
、
包
括
群
言
、
区
分
義
別
。
陛
下
聴
覧
余
日
、

眷
言
緗
素
、
究
蘭
台
之
籍
、
窮
策
府
之
文
、
以
為
観
書
貴
博
、
博
而
貴
要
、
省
日
兼
功
、
期
於
易
簡

）
26
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
初
期
の
正
統
類
書

の
成
書
に
お
い
て
は
、
皇
帝
が
群
書
を
閲
覧
す
る
際
の
能
率
を
上
げ
る
た
め
に
、「
博
」
と
「
要
」
に
工
夫
が
必
要
な
こ
と
が
意
識
さ
れ
て

い
る
た
め
、
そ
の
成
立
も
可
能
に
な
っ
た
。
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ま
た
、
宋
の
王
応
麟
の
『
玉
海
』
芸
文
部
の
「
承
詔
撰
述
・
類
書
」
条
に
お
い
て
も
、「
学
古
貴
乎
博
、
患
其
不
精
。
記
事
貴
乎
要
、
患
其
不
備
。

古
昔
所
専
、
必
憑
簡
策
。
綜
貫
群
典
、
約
為
成
書

）
27
（

」
と
あ
り
、
類
書
の
成
書
に
お
け
る
「
博
」
と
「
要
」
の
兼
備
と
い
う
中
核
的
理
念
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
よ
う
な
基
本
理
念
は
、
皇
帝
御
覧
用
の
正
統
な
大
型
類
書
の
成
立
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
般
類
書
の
か
た
ち
を

備
え
て
い
る
鄒
本
「
幼
学
故
事
瓊
林
」
の
テ
キ
ス
ト
に
も
よ
く
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
博
」
と
「
要
」
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
の
本
文
の
出
典
引
用
や
部
立
の
構
成
か
ら
既
に
検

討
し
た
が
、
実
は
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
本
文
内
容
以
外
の
付
録
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
な
編
纂
意
識
が
窺
え
る
。
付
録
は
、
諸
本
に
も

よ
く
あ
る
部
分
で
あ
る
。
載
せ
る
項
目
の
相
違
も
存
在
す
る
が
、
主
要
な
項
目
は
歴
代
国
統
や
往
来
尺
牘
等
の
時
世
に
応
じ
る
も
の
が
多
い
。

例
え
ば
、
程
本
『
幼
学
須
知
』
で
は
、
歴
代
国
統
、
昭
代
世
統
歌
、
昭
代
聖
諱
等
の
付
録
が
あ
る
。
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
の
場
合
、
そ

の
巻
首
に
天
文
図
、
地
輿
図
、
河
図
、
洛
書
、
五
岳
図
等
が
あ
る
。
さ
ら
に
本
文
の
上
欄
に
書
信
便
覧
、
歴
代
帝
王
総
紀
、
交
接
称
呼
、
物

類
別
名
、
応
酬
佳
話
、
往
来
尺
牘
等
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
簡
潔
的
な
説
明
も
付
し
て
あ
る
。
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
の
付
録
の
細
か
な

考
察
は
、
今
後
の
課
題
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
、
鄒
本
に
見
え
る
、
本
稿
に
関
わ
る
「
物
類
別
名
」
に
お
け
る
音
楽
類
の
項
目
を
取
り
上
げ

て
確
認
し
て
み
よ
う
。

鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
巻
三
の
上
欄
に
載
せ
て
い
る
「
物
類
別
名
」
で
は
、「
穀
食
類
、
果
品
類
、
肴
饌
類
、
蔬
菜
類
、
茶
酒
類
、
冠
服
類
、

珍
宝
類
、
文
具
類
、
音
楽
類
、
禽
獣
類
、
花
木
類
、
器
用
類
（
閨
門
附
）
」
の
十
二
類
の
門
類
が
あ
る
。
鄒
本
「
幼
学
故
事
瓊
林
」
の
正
文

に
見
え
な
い
音
楽
類
の
部
立
は
こ
こ
で
立
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
音
楽
類
の
細
目
で
は
、「
琴
、
瑟
、
箏
、
琵
琶
、
月
琴
、
三
弦
、
提
琴
、

箜
篌
、
簫
、
管
、
笙
、
笛
、
鼓
、
鑼
、
磬
、
雲
板
」
の
十
六
種
の
楽
器
も
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
種
類
は
甚
だ
豊
富
で
あ
る
。
解
説
は
簡
要
さ

に
特
色
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
簫
」
の
楽
器
に
つ
い
て
「
簫
曰
鳳
簫
、
其
形
参
差
不
斉
、
如
鳳
之
翼
、
故
名
」
と
あ
る
よ
う
に
、
簫
の
楽

器
の
別
名
と
そ
の
由
来
に
つ
い
て
簡
潔
に
説
明
を
加
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
物
類
別
名
」
の
項
目
の
内
容
の
収
録
に
つ
い
て
、
編
纂

者
の
「
物
類
別
名
」
序
に
「
毎
見
人
家
餽
遺
礼
物
開
載
柬
中
、
多
有
不
知
此
物
別
名
。
臆
為
杜
撰
、
但
務
新
奇
者
。
…
…
。
相
沿
習
用
、
如

酒
曰
魯
酒
、
粽
曰
角
黍
之
類
、
不
解
名
義
由
来
者
。
今
特
物
物
詳
注
、
以
便
一
覧
了
然
。
雖
餽
遺
之
小
資
、
抑
博
通
之
末
助
也
」
と
あ
る
。



一
五

鄒
聖
脈
増
補
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
の
類
書
的
性
格
に
つ
い
て
―
蔡
琰
の
琴
の
故
事
の
引
用
か
ら
―

こ
の
よ
う
に
、
鄒
本
「
幼
学
故
事
瓊
林
」
の
上
欄
に
お
け
る
日
常
常
識
に
相
当
す
る
部
分
の
付
加
説
明
に
お
い
て
も
、「
一
覧
了
然
」
の
「
簡

要
」
と
、
広
く
物
事
に
通
じ
る
「
博
通
」
に
重
点
を
お
く
編
纂
姿
勢
が
窺
え
る
。
鄒
本
「
幼
学
故
事
瓊
林
」
は
、
そ
の
部
立
の
構
成
及
び
本

文
に
お
け
る
故
事
の
引
用
か
ら
付
加
内
容
に
至
る
ま
で
、「
博
」「
要
」
兼
備
の
志
向
で
一
貫
し
て
い
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
主
に
蔡
琰
の
琴
の
故
事
の
引
用
を
手
か
が
り
に
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
に
見
え
る
音
楽
故
事
を
検
討
し
、
本
書
の
編
纂
姿

勢
と
類
書
的
性
格
を
考
察
し
た
。
と
り
わ
け
、
部
立
に
見
え
る
伝
統
的
な
世
界
観
の
重
視
と
い
う
特
徴
、
ま
た
「
博
」
と
「
要
」
に
重
点
を

置
く
編
纂
の
工
夫
が
、
伝
統
類
書
の
体
裁
や
編
纂
の
あ
り
方
の
背
景
に
あ
る
思
想
と
共
通
し
て
い
る
点
が
見
え
て
き
た
。

鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
は
、
伝
統
的
類
書
の
性
格
を
兼
ね
て
い
る
と
同
時
に
、
そ
の
中
心
と
な
る
読
者
は
基
本
的
に
童
蒙
や
初
学
者
で

あ
る
た
め
、
た
と
え
ば
同
時
代
の
啓
蒙
書
で
あ
る
蕭
良
有
『
蒙
養
故
事
』（
『
龍
文
鞭
影
』
）
等
の
内
容
や
体
裁
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
な
特
徴

が
あ
る
の
か
も
考
察
す
べ
き
で
あ
る
。
と
く
に
本
書
は
、
唐
の
李
翰
『
蒙
求
』
よ
り
発
展
し
て
き
た
掌
故
類
（
典
故
や
故
事
類
）
啓
蒙
書
と

も
言
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
今
後
は
、
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
と
『
蒙
求
』
等
、
他
の
啓
蒙
書
と
の
継
承
関
係
を
検
討
す
る
必
要
も
あ
る
。

ま
た
、
鄒
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
は
清
初
に
成
立
し
て
の
ち
、
中
国
で
の
流
布
に
止
ま
ら
ず
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
は
、
日
本

の
漢
学
者
、
草
場
金
台
に
よ
る
訓
点
本
の
刊
行
も
行
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
も
含
め
て
、
日
本
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。

注
（
１
）　
葉
玉
麟
増
撰
『
再
増
国
語
注
解
幼
学
故
事
瓊
林
』（
広
益
書
局
、
一
九
三
三
年
）。

（
２
）　
程
登
吉
原
編
、
鄒
聖
脈
増
補
、
胡
遐
之
点
校
『
幼
学
瓊
林
』（
伝
統
蒙
学
叢
書
、
岳
麓
書
社
、
一
九
八
六
年
）、
馮
国
超
訳
注
『
幼
学
瓊
林
』
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（
国
学
経
典
規
範
読
本
、
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
八
年
）
参
照
。

（
３
）　
前
掲
注
（
２
）
胡
遐
之
点
校
本
『
幼
学
瓊
林
』
喩
岳
衡
前
言
、
一
〇
頁
参
照
。

（
４
）　
王
丹
「『
幼
学
瓊
林
』
研
究
」（
東
北
師
範
大
学
、
修
士
論
文
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
。

（
５
）　
本
書
の
成
立
後
、
関
連
の
校
注
、
再
増
等
の
続
本
が
輩
出
し
、
諸
続
本
の
編
纂
趣
旨
等
に
よ
っ
て
本
文
の
内
容
、
注
釈
等
も
変
貌
し
つ
づ

け
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
鄒
聖
脈
増
補
本
の
原
書
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
、
そ
の
特
徴
の
一
端
を
検
討
す
る
た
め
、
書
名
の
表
記
に
お
け
る
鄒
聖

脈
増
補
本
『
幼
学
故
事
瓊
林
』
は
、『
寄
傲
山
房
塾
課
新
増
幼
学
故
事
瓊
林
』
の
原
書
を
指
す
こ
と
に
し
て
い
る
。
但
し
、
伝
本
の
区
別
を
言
及

す
る
必
要
が
な
い
場
合
、『
幼
学
瓊
林
』
を
通
称
と
し
て
使
用
す
る
。
底
本
に
つ
い
て
は
、
鄒
聖
脈
増
補
本
は
、
清
の
李
光
明
荘
の
『
寄
傲
山
房

塾
課
新
増
幼
学
故
事
瓊
林
』、乾
隆
二
十
五
年
（
一
七
六
〇
）
序
刊
本
（
天
津
図
書
館
蔵
）
を
使
用
す
る
。
程
允
昇
の
祖
本
は
、楊
小
閩
梓
行
『
簡

堂
重
訂
幼
学
須
知
便
読
故
事
』、
明
崇
禎
十
年
（
一
六
三
七
）
序
刊
本
（
慶
応
大
学
蔵
）
を
用
い
る
。
以
下
は
、
便
宜
の
た
め
、
鄒
聖
脈
増
補
本

を
鄒
本
、
程
允
昇
の
祖
本
を
程
本
と
も
略
称
す
る
。
ま
た
、
引
用
文
に
お
け
る
句
読
点
、
番
号
、
傍
線
は
基
本
的
に
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

漢
字
の
表
記
は
常
用
漢
字
体
を
基
本
と
し
た
。

（
６
）　
程
允
昇
の
事
蹟
は
、
清
の
雷
学
淦
『
新
建
県
志
』
巻
四
十
一
「
人
紀
遺
才
」（
道
光
十
年
（
一
八
三
〇
）
刻
本
、
六
頁
）
に
見
え
る
。

（
７
）　
鄒
聖
脈
の
基
本
情
報
は
謝
江
飛
『
四
堡
遺
珍
』
第
十
二
章
「
蒙
学
大
家
鄒
聖
脈
考
論
」（
廈
門
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
、
二
七
四
〜

二
八
六
頁
）
に
詳
し
い
。

（
８
）　
李
莉
「『
幼
学
瓊
林
』
作
者
、
成
書
及
版
本
考
」（
山
東
大
学
、
修
士
論
文
、
二
〇
一
七
年
）
参
照
。

（
９
）　
陳
振
孫
『
直
斎
書
録
解
題
』
巻
十
四
（
台
北
・
広
文
書
局
、
一
九
六
八
年
）、
八
九
一
頁
。

（
10
）　
楊
士
奇
ら
編
『
文
淵
閣
書
目
』
巻
十
一
（
台
北
・
広
文
書
局
、
一
九
六
九
年
）、
四
八
〇
頁
。

（
11
）　
葉
盛
『
菉
竹
堂
書
目
』
巻
五
（
王
雲
五
主
編
『
叢
書
集
成
簡
編
』、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
六
五
年
）、
九
八
頁
。

（
12
）　
張
九
韶
『
群
書
拾
唾
』
序
（
長
沢
規
矩
也
編
『
和
刻
本
類
書
集
成
』
第
四
輯
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
七
年
）、
五
頁
。

（
13
）　
馬
冠
男
「
明
代
蒙
学
教
材
、
教
法
研
究
」（
揚
州
大
学
、
修
士
論
文
、
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。
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本
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書
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に
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い
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蔡
琰
の
琴
の
故
事
の
引
用
か
ら
―

（
14
）　
原
文
は
「
欣
逢
至
治
、
擢
取
鴻
才
、
時
芸
之
外
、
兼
命
賦
詩
。
使
非
典
籍
先
悉
於
胸
中
、
未
有
揮
毫
不
窘
於
腕
下
者
。
然
華
子
之
類
賦
、

姚
氏
之
類
林
、
巻
秩
浩
繁
、
艱
於
記
憶
。
惟
程
允
昇
先
生
幼
学
一
書
、
誠
多
士
饋
貧
之
糧
、
而
制
科
度
津
之
筏
也
。
但
砕
金
積
玉
、
原
属
無
多
、

則
摘
艶
熏
香
、
応
増
未
補
、
庶
幾
文
人
足
供
駆
使
。
奈
坊
刻
所
補
殊
不
雅
馴
。
在
老
成
能
知
去
取
、
固
誚
続
貂
。
若
初
学
未
識
従
違
、
反
云
全
璧
。

一
経
習
染
、
俗
不
可
医
、
即
用
針
砭
、
難
痊
痼
疾
矣
。
爰
採
彙
書
、
各
増
編
末
。
文
必
絶
佳
、
片
箋
片
玉
。
語
期
可
誦
、
一
字
一
縑
。
並
汰
旧

註
之
支
離
、
易
新
詮
之
確
当
。
詳
所
当
詳
、
而
不
厭
其
繁
。
略
所
当
略
、
而
不
嫌
其
簡
。
務
帰
明
晰
、
一
閲
了
然
。
如
藍
田
之
琬
琰
、
元
圃
之

琳
琅
。
能
令
見
者
宝
之
、各
欲
私
為
枕
秘
。
因
顔
之
曰
瓊
林
。
覧
是
書
者
、其
以
余
言
為
不
謬
否
」（
乾
隆
二
十
五
年
、鄒
聖
脈
序
。
前
掲
注
（
５
）

李
光
明
荘
本
に
よ
る
）。

（
15
）　『
後
漢
書
』
巻
八
四
・
列
女
伝
（
中
華
書
局
、
一
九
七
三
年
）、
二
八
〇
〇
頁
を
参
照
。

（
16
）　
劉
義
慶
撰
、
何
良
俊
増
、
王
世
貞
批
釈
、
張
文
柱
校
注
『
世
説
新
語
補
』
巻
十
五
（
明
万
暦
十
三
年
（
一
五
八
五
）
刊
本
参
照
）。

（
17
）　
翟
勇
「『
何
氏
語
林
』
成
書
考
論
」（
西
華
師
範
大
学
学
報
・
哲
学
社
会
科
学
版
、
二
〇
一
〇
年
第
一
期
）
を
参
照
。
何
良
俊
『
何
氏
語
林
』

の
撰
述
の
志
し
は
前
掲
注
（
16
）
万
暦
十
三
年
刊
本
に
お
け
る
陸
師
道
「
何
氏
語
林
旧
序
」
に
も
見
え
る
。

（
18
）　
こ
の
編
纂
趣
旨
は
前
掲
注
（
14
）
の
鄒
本
の
序
文
に
示
し
て
い
る
。

（
19
）　
類
書
の
起
源
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
、
分
類
の
形
式
か
ら
字
書
『
爾
雅
』
を
類
書
の
遠
源
と
す
る
見
方
が
あ
る
（
胡
道
静
著
『
中
国
古

代
的
類
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
）
五
〜
八
頁
を
参
照
）。

（
20
）　『
類
林
新
詠
』
は
、三
十
六
巻
、清
の
姚
之
駰
の
撰
。『
広
事
類
賦
』
は
、四
十
巻
、清
の
華
希
閔
は
宋
の
呉
淑
『
事
類
賦
』
を
増
補
し
た
も
の
。

い
ず
れ
も
詩
文
の
作
成
や
科
挙
の
受
験
に
役
立
て
る
類
書
で
あ
る
（
姚
之
駰
『
類
林
新
詠
』、
康
熙
四
十
七
年
（
一
七
〇
八
）
序
刊
本
、
華
希
閔

『
重
訂
広
事
類
賦
』、
乾
隆
二
十
九
年
（
一
七
六
四
）
序
刊
本
を
参
照
）。

（
21
）　
表
一
は
同
じ
音
楽
故
事
の
引
用
例
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
表
で
は
、「
見
出
し
語
句
」
は
本
文
の
語
句
を
指
す
。「
増
」
は
、祖
本
に
見
え
ず
、

鄒
本
に
増
補
さ
れ
た
語
句
で
あ
る
。
各
類
書
は
引
用
の
際
、
書
名
等
を
省
略
し
た
場
合
が
よ
く
あ
る
た
め
、
表
一
に
は
基
本
的
に
引
用
書
が
明

記
さ
れ
て
い
る
例
に
限
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
紙
幅
の
た
め
、
表
で
は
引
用
書
と
引
用
原
文
の
記
入
を
割
愛
し
た
。
テ
キ
ス
ト
は
、
前
掲
注
（
５
）
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鄒
本
の
李
光
明
荘
本
、前
掲
注
（
20
）『
類
林
新
詠
』
康
熙
四
十
七
年
序
刊
本
、李
昉
等
撰
『
太
平
御
覧
』（
中
華
書
局
、一
九
六
三
年
）
に
基
づ
く
。

（
22
）　
郭
慶
藩
撰
、
王
孝
魚
点
校
『
荘
子
集
釈
』「
雑
篇
・
漁
父
」（
新
編
諸
子
集
成
、
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）、
一
〇
二
三
頁
を
参
照
。

（
23
）　
テ
キ
ス
ト
は
、劉
義
慶
撰
、梁
劉
孝
標
注
『
世
説
新
語
』（
中
華
書
局
、一
九
九
九
年
）、鄧
志
謨
撰
『
精
選
黄
眉
故
事
』（
三
槐
堂
藏
版
、清
刊
本
）、

欧
陽
詢
撰
『
宋
本
芸
文
類
聚
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）、
前
掲
注
（
５
）
鄒
本
の
李
光
明
荘
本
に
基
づ
く
。

（
24
）　
孔
穎
達
疏
『
周
易
正
義
』
繫
辞
下
（
阮
元
校
刻
『
十
三
経
註
疏
』、
中
華
書
局
影
印
本
、
一
九
八
二
年
）、
八
六
、九
十
頁
を
参
照
。

（
25
）　『
周
易
』
か
ら
伝
統
類
書
の
成
立
の
思
想
的
基
盤
が
窺
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
湯
浅
邦
弘
「
類
書
の
成
立
」（
加
地
伸
行
『
類
書
の
総
合

的
研
究
』、
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
一
九
九
四
〜
一
九
九
五
年
）
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
幼
学
瓊
林
』
の
性

格
に
つ
い
て
は
、
甲
斐
勝
二
・
東
英
寿
「
中
国
文
化
知
識
の
基
礎
研
究
其
一
―
伝
統
童
蒙
教
育
課
本
『
幼
学
瓊
林
』
初
探
―
上
（『
幼
学
瓊
林
』

の
諸
問
題
）」（
福
岡
大
学
総
合
研
究
所
報
、
一
九
九
〇
年
三
月
）
で
は
、『
幼
学
瓊
林
』
の
分
類
、
配
列
は
、
世
界
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
伝
統

類
書
の
簡
略
版
の
立
場
に
立
つ
こ
と
を
示
す
と
も
主
張
し
て
い
る
。

（
26
）　
丘
悦
『
三
国
典
略
』
に
よ
る
（
前
掲
注
（
21
）『
太
平
御
覧
』
巻
六
〇
一
、二
七
〇
六
頁
）。

（
27
）　
王
応
麟
『
玉
海
』
巻
五
四
（
合
璧
本
、
台
北
・
大
化
書
局
、
一
九
七
七
年
）、
一
〇
七
四
頁
。

（
付
録
）
本
稿
は
、
二
〇
二
三
年
七
月
、
和
漢
比
較
文
学
会
第
一
五
五
回
例
会
・
東
部
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
で
の
口
頭
発
表
に
大
幅
加
筆
・
修
正
し
た

も
の
で
あ
る
。
口
頭
発
表
の
際
、
ま
た
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
ご
教
示
を
賜
わ
っ
た
諸
先
生
方
に
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
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